
日 本 共 産 党 あ き る 野 市 委 員 会 発 行

発行責任者/松平重幸 TEL&臥 X558-0718

住 民の利益 をまも り、

「住 民 こそ主人公」の

あきる野市政実現 をめ ざ して !
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る野 幸長
被 爆 63年

炎
熱
の
中
、今
年
も
元
気
に

ハ
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野
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西
多
摩
か
ら
ゴ
鍼
七
五
人
が
参
加

こ
の
炎
　
デ
ォ
ン
演
奏
の
な
か
で
懐
か
し
い
「歌

ル
ニ
ー
　
一戸
喫
茶
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

生
母
配
　
　
炎
天
下
の
集
会
の
あ
と
デ
モ
行
進
、

化
許
さ
　
米
軍
横
須
賀
ゲ
ー
ト
前
で
は
、
怒
り
の

昼
地
に
　
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

帰
り
の
バ
ス
で
は
西
多
摩
で
の
横
田

託川
　
　
罐
制
嘲
継
”
翻
一
な
闘
い
の
決
意
を
固

ノ
コ
ー
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紳四惇燎が参加
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今
年
の
原
水
爆
禁
止
国
民
平
和

ｒ
大
行
進
（北
海
道
～
東
京
コ
ー
ス
）

は
七
月
十
八
日
五
日
市
地
区
に
到

着
し
ま
し
た
。
七
月
十
九
日
は
、
日

の
出
町
役
場
を
出
発
、
あ
き
る
野

市
役
所
か
ら
福
生
公
園
ま
で
元
気

に
行
進
し
ま
し
た
。

瀬
沼
あ
き
る
野
原
水
協

代
表
が
挨
拶

十
時
五
十
分
瀬
沼
代
表
の
挨
拶

の
あ
と
福
生
公
園
に
む
け
て
元
気

に
行
進
を
開
始
し
ま
し
た
。
参
加

者
は
そ
れ
ぞ
れ
旗
や
プ
ラ
カ
ー
ド

を
持
ち
ね
り
歩
き
ま
し
た
。
な
か

で
も
『あ
き
る
野
九
条
の
会
Ｌ
新

婦
人
あ
き
る
野
支
部
」の
旗
が
人
目

を
ひ
き
ま
し
た
。

約
＾
時
間
歩
い
て
二
宮
の
「お
聾

で
休
憩
し
た
時
は
み
な
ホ
ッ
ト
し

て
い
ま
し
た
。
元
気
を
回
復
し
て
、

炎
熱
の
な
か
気
合
を
入
れ
て
行
進

を
続
行
．
十
二
時
四
十
分
に
福
生

公
園
に
到
着
。　
冷
た
い
飲
み
物

の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
疲
れ
を
と
り

ま
し
た
。

青
梅
、
羽
村
、福
生
の
コ
ー
ス
行

進
者
と
合
流
、佳変
〓を
開
き
ま
し
た
。

横
田
基
地
強
化
、
恒
久
化
に
反
対

す
る
決
議
を
採
択
、
在
日
米
軍
司

令
官
に
送
付
を
決
め
ま
し
た
。

あ
き
る
野
市
の
行
進
参
加
者
は
、

近
く
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン

で
遅
い
昼
食
を
食
べ
来
年
の
参
加

も
決
意
し
合
い
、
帰
途
に
つ
き
ま

し
た
。

良

望

▼
登
場
人
物
は
五
日
市
憲
法
草
案

の
起
草
者
千
葉
卓
二
郎
の
生
地
宮

城
県
志
波
姫
町
隣
接
の
地
に
住
む

名
字
も
同
じ
千
葉
ケ
イ
さ
ん
。

９３
才

の
元
中
学
校
教
師
の
ご
婦
人
。
▼
頂

い
た
お
手
紙
に
は
、
「東
北
の
山
里

に
住
む
老
婆
で
す
。佐
藤
（元
私
の

職
場
の
同
僚
＝
ケ
イ
さ
ん
の
中
学

校
の
教
え
子
）
さ
ん
か
ら
送
ら
れ
た

『今
輝
く
五
日
市
憲
法
草
案
』
を
な

に
げ
な
く
読
み
は
じ
め
、大
き
な
驚

き
、
そ
れ
が
こ
の
地
に
近
い
生
ま
れ

の
方
（卓
二
郎
の
こ
と
）
と
知
り
、全

く
感
動
致
し
ま
し
た
。
…
当
時
（昭

和
七
年
）
は
思
想
の
嵐
の
中
で
、教

授
方
も
何
を
聞
い
て
も
雲
［わ
ず
語

ら
ず
」
の
時
代
で
し
た
。
・‥
そ
の
何

十
年
も
前
に
こ
の
よ
う
な
方
が
い

た
こ
と
を
知
り
、深
い
感
動
を
覚
え

ま
し
た
」
▼
手
紙
の
後
半
で
は
、訪

ね
て
き
た
長
男
（元
教
師
・教
育
長
）

に
手
渡
す
と
、
「有
名
な
方
で
生
地

の
碑
も
見
て
き
た
。良
く
調
べ
た
方

が
い
た
ん
で
す
ね
、読
ま
せ
て
も
ら

う
よ
」
と
持
っ
て
帰
ら
れ
た
そ
う
で

す
。
▼
こ
れ
を
書
い
て
い
る
と
、
「こ

の
間
、署
名
の
時
に
頂
い
た

＾
冊
が

職
場
の
評
判
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

も
う
十
朋
下
さ
い
。
い
ま
か
ら
取
り

に
い
き
ま
す
」
地
元
伊
奈
の
Ｍ
さ
ん

か
ら
の
電
話
が
…
…
。
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たばた あずみ

ちび 3歳、こだわりのお年頃。毎日着る服を自

分で選び、「きせて」かと思うと「ズボンはじぶ

んで」。靴を前にばんやりしているので履かせる

と「じぶんで !」 と、やりなおし。頼む人も指定。

できないことだらけのくせに、頼んだ以外のこと

をやられるとひっくり返らんばか りの勢いで怒リ

だします。

それがわかっているな ら余計な手は出さなけ

ればいいのですが、毎 日、一 日中、何度もにな

つて くるとつ い うっか り。こち

らも疲れていると「はや く !」

「もういいなどと言 つて しまい、

余計時間がかか る羽 目に。

生 まれて 3年の いき ものが 自力

で色 々や ろ う と して いる。

それ を見守 るだ けの こ とが 、

ど う して こんな にむ ずか しい

のて,し ょう・…。   (08.7.27)
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日

本

口

憲

法

の

精

神

で

暮

ら

そ

う

引
田
在
住

６

叫
　

昇

共
産
党
の
政
策
ビ
ラ
を
配
布
し

た
人
が
逮
捕
さ
れ
る
事
件
が
続

発
し
て
い
ま
す
。
か
っ
て
治
安

維
持
法
で
日
本
共
産
党
が
弾
圧

さ
れ
た
時
代
の
再
来
か
と
思
わ

れ
る
状
況
で
す
。

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
に
端
を
発

し
た
秋
葉
原
の
テ
ロ
事
件
や
年

間
三
万
人
超
の
自
殺
者
を
生
む

経
済
大
国
の
歪
ん
だ
現
実
。
ま

た
都
立
高
校
で
は
君
が
代
斉
唱

の
不
起
立
で
懲
戒
処
分
や
嘱
託

採
用
拒
否
が
横
行
し
、
裁
判
闘

争
が
続
行
中
で
す
。

安
倍
元
首
相
ら
が
か
つ
て
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
従
軍
慰
安
婦
報
道
に
介

入
し
て
放
送
内
容
を
大
幅
に
改

変
さ
せ
た
事
件
。
さ
ら
に
沖
縄

戦
で
軍
の
関
与
に
よ
り
県
民
の

集
団
自
決
が
行
わ
れ
た
こ
と
が

裁
判
で
認
め
ら
れ
教
科
書
に
記

載
さ
れ
る
な
ど
靖
国
派
は
大
き

な
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。

マ
ス
コ
ミ
を
と
り
こ
ん
だ
二

大
政
党
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
自
民

や
民
主
の
思
い
通
り
に
は
進
ま

ず
国
民
が
首
を
か
し
げ
る
事
態

が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

野
党
が
提
案
し
参
院
で
可
決

し
た
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
廃

止
法
案
を
衆
院
で
は
共
産
党
以

外
の
野
党
が
審
議
拒
否
を
し
て

与
党
を
助
け
て
し
ま
っ
た
こ
と

は
、
国
民
に
と
つ
て
は
ど
の
政

党
を
信
じ
た
ら
良
い
の
か
裏
切

ら
れ
た
気
持
ち
で
す
。

い
ま
大
分
県
教
員
採
用
試
験

を
め
ぐ
る
汚
職
事
件
で
は
子
ど

も
が
教
室
で
毎
日
教
わ
っ
て
い

る
先
生
が
、
不
正
な
手
段
で
教

壇
に
立
っ
て
い
る
こ
と
を
親
は

ど
う
説
明
し
た
ら
よ
い
の
か
。

政
治
・経
済
・司
法
を
め
ぐ
つ
て
、

弱
い
者
い
じ
め
、
金
儲
け
主
義

の
横
行
で
目
を
お
お
う
ば
か
り
。

日
本
国
憲
法
の
精
神
は
ど
こ

へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
？
戦

前
特
高
警
察
に
虐
殺
さ
れ
た
小

林
多
喜
二
の
「蟹
工
船
」
が
爆
発

的
な
売
れ
ゆ
き
で
国
民
に
読
ま

れ
て
い
る
こ
と
は
、
敗
戦
後
に

戦
前
・戦
中
に
戦
争
に
反
対
し

て
監
獄
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
共

産
党
の
存
在
を
知
っ
て
多
く
の

国
民
が
励
ま
さ
れ
た
歴
史
的
な

事
実
と
見
事
に
二
重
写
し
と
な

っ
て
見
え
て
き
て
い
ま
す
。

″
む
か
し
蟹
工
船

い
ま
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
″

野 民 報

暖 工船』の作者小林多喜二(1933年助
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こ
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、
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の
中
村
但
馬
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が
開
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し
て
か
ら
と
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ま
す
の
で
、
村
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成
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と
し
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は
近
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よ
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遅
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か
った
よう
です́。
十
八世紀末
では
「アプ
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油
を
大
別
す
る
と
食
用
と
灯
火
用
に
な
り
ま
す
が
、
日
本

剛

剛
　

　

　

　

　

て
い
ま
し
た
。
特

に
社
寺

・
公
家

・
土
豪
が
大
量
に
使
用
し

剛
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会 の

初年度は、予想 (19万 人)を 大き<上回

る24万人に利用され大健闘。私たちも胸

をなで下ろしましたJ瀬音の湯Jだけだと、

3,500万 円の黒字だそうですが……

ところが、6月 に出された決算書は、会

社全体では「ふるさと工房Jの赤字が響い

て、純利益は350万円。準備段階の赤字を

弓|<となんと 135万 円の純利益っ

ル
ピ
ア
３
Ｆ
情
報
研
修
室

月

３

日

言
￥

後
２
時
～
４
時

2年目に入り、「利用者が去年より1割

減つてきているJと市担当者。「人は減り、

石油高騰で燃料代は上がると来年度は

赤字になるかもJと′b配する声が…。

借りたお金の返済はあるし、「やれ修

理費だ、やれ赤字だ」、で税金投入に?

その上、来年秋には秋川駅北□に24時

間営業の流谷施設が開業予定です……。

毎
年
恒
例
の
納
涼
・映
画

■
主
催
＝
日
本
国
民
救
援
会
秋
川
流
域
支
部

りニューアル版 小林多喜手原作
・山村総監督

8月 9日
中央公民

カットは『まんがで読破蟹

発
生

の
構

は

´
構

二
〇
０
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西
川
昇

燿
油
日
織
薇
や
め
る
と
書
綺
橿
が
　
西
川
昇

輝

け

り

平

錮

綺

港

五

十

年

　

松
籟
坊

驚
ｎ
た
あ
の
先
生
が
金
ま
み
れ

　

松
籟
坊
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一硼多………………ξ柿

参加をお待ちしています。主催〓温泉問題を考える会

行
ぐ
ん
だ
で

黎?で

雪
切
ね
て
相

口
の
上
を
基

や
な

（″
起
）

に
ん
こ
の
ケ
キ

の
顔

口
植
か
な

（つ
や
）

格
●
堵
間
舞
覧
の
望
の
式
家
圧
敷

（寺
子
）

わ
夏
の
花
の
と
う
ど
う
れ
彙
島

（る
０
子
）

昨
う
え
ら
て
つ
上
き
る
の
十
ネ
の
え

（鍛
代
）

子
薔
口
に
残
す
え
埓
ふ
の
鍛
ウ

（恙
皓
）

燎
陽
え
の
的
に
歩
き
て
キ
Ｌ
け
う

銭
端
鳴
く
だ
あ
れ
も
い
な
峰
雄
砒
』

纂
羊
くぐウ盈
齢
縫

軽
鳴
を
青

口
に
薇
ち
水
の

（卿
嗜
）

（各
に
）


